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よくまわる風車にするには・・ 4

"-'1風レンズ」の風車への影響と実用化~

熊本県立宇土中学校 2年 松本 莱李南

1 研究の動機

自然環境に優しいエネルギーが注目される今日、風力発電に関心をもち風車の羽の大きさや形、

「風レンズ」と風車のまわる速さの関係についての研究を 3年間行ってきた。今年はこれまでの研

究で、行ってきた 「風レンズ、j を改良し、更によくまわる風車 ・軽量 ・コンパクト化を目指し研究を

進めることにしたc

2 研究の内容

研究4年目の今年は「風車の実用化」を目標の 1つに掲げ、装置のコン

パクト化や軽量化などの視点から「羽」や「風レンズ」などの自作装置を

改良し研究を進めた。検証の方法としては、これまで明らかにしたよく回

るは山の見直しと「風レンズj の縁の大きさと直径の見直し及び「羽」

と 「風レンズ」の組み合わせの見直しを行ったc また、実用化に向けた視

点からモーターを利用し発電能力についても追加実験と して行ってみた。

(1) I風レンズ」の工夫 ・改善

ア 「風レンズ:Jを使用せずに20種の「風車」の回る速さの測定

イ 咋年一番速くまわった風車の「風レンズ」の改良(直径を変える)

ウ 「風レンズ」の向きの改良(イと逆|白jきに取り付ける)

エ 「風レンズ」の縁の向きの改良(イと逆向きに取り付ける)

オ 「風レンズj の幅の改良

カ 「風レンズト」の縁の広さの改良

キ風を遮る 「風レンズ」へ改良

ク 斜め方向からの風に対する風車の回り方

(2) よく回る風車の発電力(追加実験)

ア よく回る 「剥」と「風レンズ」の組合せの風車にそーター

を取り付け、発電量を調べる

3 研究の結果

(1) I風レンズ」の工夫 ・改善

ア 羽の長さ10cmで‘幅1.5cm(穴有)と 2cmの風車がー

番よく回ったc 全体的に見て、羽の長さが10cmの風車

が速くまわり、 8c皿のものが遅い。

イ 羽の長さが 7cm、8cmの 「風レンズJ付き風車が、

かなり速く回った事から、 「風レンズI使用すること

により 、コンパクト化が実現できることが分かる。

(測定例①参照)

ウ ア、イと比べると速さのばらつきが小さい事や 「風
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イ直径の改良

ウ向きの改良 主 縁の向改良

オ 縁の広さ改良
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「風レンズJの幅3cmで縁の軒2cm、 3c皿のものが、 4c皿、 5cmのものに比べると辿・いc 全

体的に「風レンズj なしより速くまわり、羽の幅が狭いlle'速くまわった。

キ |風レンズ」の幅と縁を広くすることで風が遮られ、周りの風を集め速くまわるとチ想し実

験を行ったが、 7、 8cmの羽、「風レンズ」の幅7cm、縁3、5、 7cmを用いるとほとんどの

風車が速くまわるようになったc 特に縁の帽3，....__5 cmのものがよいことが分かったの

正両"'-'20度の角度で風を当てると「風レンズ」を使用した点が速くまわ

るが、 40度になると特に変化は見られず、 60度では「凪レンズ司」を使用し

ない方がよく阿った。

よく阿る風車の発電力(迫加・応用実験)

よく回る羽と「風レンズ」の組合せで約 lV弱の電圧を柑ることができたn

発光させることはできなかった。

イ 10分間風車で発電(ダイオードで整流)

灯させることができた。

カ

6JA ク

(2) 

しかし、 LEDを

し、バッテりーに充電することでLEDを10分以上点

ア

研究の考察とまとめ及び感想

(1) 昨午までは長さ10ι盟、幅2Clll (パンチ穴有.り)、角度20度の4枚羽根の風車がよく凶ったが、

今回の「風レンズJの改善で長さ 7岨、幅 1CIllのより小さい風車がよく困ることを見いだすこと

ができ、「風レンズ」における風車の軽量・コンパクト化を実証することができたc

(2) 風を「風レンズ」や縁で巡る事で風車を速く回すことができることが分かつたが、風車の形状

や、「風レンズ」や縁の幅など、いろいろな組合せ条件があり、どの組合せが一帯速くまわるよ

うになるか、その組合せを見つけるのが難しいと感じた。

(3) 風レンズ」の有無の実験より、凶転時の音の発牛ーにも気づくことができたこ I風レンズ」

使用により音を小さくできる組合せがあり、騒音公害の解消に役立つのではないかと思う υ

(4)今回は風車の実用化をテーマの 1つに設定し研究をおとなったc 私の家は高台にあり風も強い

ので、軽量・コンパクト化され、蓄電池を備えた風力発電をすることで、同常生前のみならず、

停電時や災害時にも役¥f_つのではなし、かと思う c また、先日モミジやユリノキの種子がクルクノレ

何りながら落下するのを見かけたG 身近な自然の中に、これからの研究のヒントがあるのではな

いかと感じたc

の
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